
(57)【要約】

【課題】本発明は、敷地上空や敷地周辺の制限下でも、

合理的に鉄骨構造物の構築が進められる建屋の鉄骨構築

方法を提供する。

【解決手段】本発明は、敷地Ｓの端側に定めた建方域Ｒ

に門形鉄骨構築用台５を構築し、同門形鉄骨構築用台５

で、鉄骨構造体αを所定の柱スパンをもつ門形鉄骨モジ

ュールβ１を構築し、同門形鉄骨モジュールβ１を敷地

Ｓ側へ移動させ、門形鉄骨モジュールβ１の移動を終え

たら、門形鉄骨構築用台５で、先行の門形鉄骨モジュー

ルβ１に連続して後続の門形鉄骨モジュールβ２を構築

するという工程とを繰り返して、敷地Ｓの平面上に、建

方域Ｒから連続する鉄骨構造体αを配置させ、同鉄骨構

造体αを敷地Ｓに据え付ける方法を用いた。同方法によ

り、敷地Ｓの端から門形鉄骨モジュールβ１～β５を順

送りするという、建屋上空を構築作業に使用せず、かつ

できるだけ移動量を抑えた横移動式の工法で、敷地に門

形の鉄骨構造体αが構築される。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 屋 の 鉄 骨 構 造 体 が 構 築 さ れ る 敷 地 の 端 側 を 建 方 域 に 定 め 、 同 建 方 域 に 門 形 鉄 骨 構 築 用
台 を 構 築 す る 台 構 築 工 程 と 、
　 前 記 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 、 前 記 鉄 骨 構 造 体 を 所 定 の 柱 ス パ ン で 分 割 し て な る
、 上 部 に 梁 部 を 有 し 、 両 端 部 に 柱 部 を 有 す る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 す る 鉄 骨 モ ジ ュ ー
ル 構 築 工 程 と 、
　 前 記 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 、 当 該 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 の 台
上 で 、 前 記 敷 地 側 へ 移 動 さ せ る 移 動 工 程 と 、
　 前 記 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 移 動 を 終 え た 後 、 前 記 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 、 当 該 門 形 鉄 骨 モ
ジ ュ ー ル に 連 続 し て 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 す る 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 と 、
　 前 記 移 動 工 程 と 前 記 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 と を 繰 り 返 し て 、 前 記 敷 地 の 平 面 上 に 、 前 記 建 方
域 か ら 連 続 す る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が な す 鉄 骨 構 造 体 を 配 置 さ せ る 順 送 り 工 程 と 、
　 前 記 鉄 骨 構 造 体 を 前 記 敷 地 に 据 え 付 け る 据 付 工 程 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 鉄 骨 構 造 体 を 据 え 付 け た 後 、 最 後 に 建 方 域 に 配 置 さ れ る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー
ル を 構 築 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 台 構 築 工 程 の 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 は 、 上 部 に 梁 支 え 部 を 有 し て な り 、
　 前 記 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 は 、 前 記 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 の 梁 支 え 部 で 荷 重 を 支 え な が ら
、 前 記 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 し て な り 、
　 前 記 移 動 工 程 は 、 前 記 敷 地 の 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 各 柱
部 が 有 る 地 点 か ら 前 記 敷 地 の 反 対 側 の 端 側 に 渡 り 一 対 の レ ー ル を 敷 設 し 、 該 レ ー ル 上 を 移
動 可 能 な ロ ー ラ ベ ー ス に 、 前 記 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 で 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル
の 柱 部 間 を つ な ぐ 桁 部 を 載 せ て 、 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 全 体 を 前 記 門 形 鉄 骨 構 築
用 台 に 沿 っ て 敷 地 側 へ 移 動 さ せ て な り 、
　 前 記 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 は 、 前 記 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 前 記 レ ー ル に 沿 っ て 移 動 さ せ た 後
、 前 記 前 記 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 の 台 上 で 、 当 該 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル と つ な げ な が ら 後 続 の 門
形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 さ せ て な り 、
　 前 記 順 送 り 工 程 は 、 前 記 移 動 工 程 と 前 記 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 と を 繰 り 返 し て 、 前 記 レ ー ル
上 に 前 記 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 か ら 連 続 し て 前 記 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 繰 り 出 し 、 前 記 敷 地 の
平 面 上 に 、 連 続 し た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が な す 鉄 骨 構 造 体 を 配 置 さ せ て な り 、
　 前 記 据 付 工 程 は 、 前 記 敷 地 に 配 置 さ れ た 鉄 骨 構 造 体 の 柱 部 端 を 前 記 レ ー ル か ら 前 記 敷 地
上 の 柱 部 設 置 面 へ 移 し て 据 え 付 け る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 は 、 前 記 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 の 台 上 で 、 前 記 柱 部 を 浮 か し て
前 記 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 据 付 工 程 は 、 前 記 柱 部 設 置 面 と 向 き 合 う レ ー ル 部 分 が 分 割 可 能 な レ ー ル を 用 い 、 さ
ら に 前 記 柱 部 の 下 部 が 分 割 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 用 い て 、
　 前 記 鉄 骨 構 造 体 が 敷 地 に 配 置 さ れ た 後 、 前 記 柱 部 設 置 面 と 向 き 合 う レ ー ル 部 分 を 取 外 す
レ ー ル 取 外 工 程 と 、 該 レ ー ル 片 の 取 り 外 し に よ り 開 放 さ れ た 各 柱 部 設 置 面 に 前 記 分 割 さ れ
た 柱 下 部 片 を そ れ ぞ れ 設 置 す る 脚 取 付 工 程 と 、 前 記 鉄 骨 構 造 体 の 移 動 で 該 鉄 骨 構 造 体 の 柱
部 の 下 端 を 前 記 柱 下 部 片 に 位 置 決 め る 位 置 決 め 工 程 と 、 前 記 鉄 骨 構 造 体 を 下 降 さ せ て 柱 部
の 下 端 を 前 記 柱 下 部 片 の 上 端 に 突 き 合 わ せ て 固 定 す る 固 定 工 程 と を 行 な う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 固 定 工 程 は 、
　 前 記 位 置 決 め を 終 え た 前 記 鉄 骨 構 造 体 の 柱 下 端 と 前 記 柱 部 設 置 面 に 設 置 さ れ た 柱 下 部 片
上 端 と の 間 に 、 柱 部 の 下 降 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 を 装 着 す る 工 程 と 、
　 前 記 ロ ー ラ ベ ー ス を 取 外 し て 前 記 鉄 骨 構 造 体 を 下 降 さ せ 、 前 記 柱 部 の 下 端 を 、 前 記 ガ イ
ド 部 の ガ イ ド に よ り 、 柱 下 部 片 の 上 端 に 位 置 決 め な が ら 突 き 合 わ せ る 工 程 と 、
　 前 記 突 き あ わ せ た 柱 部 と 柱 下 部 と を 取 着 す る 工 程 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 鉄 骨 構 造 体 の 下 降 は 、 微 小 な 下 降 量 で 、 前 記 柱 部 の 下 端 が 前 記 柱 下 部 片 と 突 き 合 う
ま で 、 複 数 段 階 づ つ 順 に 下 降 さ せ て 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 建 屋 の
鉄 骨 構 築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 高 度 制 限 や 大 型 重 機 の 使 用 不 可 な ど の 制 限 が 課 せ ら れ た 敷 地 に 建 屋 の
鉄 骨 構 造 体 を 構 築 す る 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 屋 の 鉄 骨 構 造 体 を 建 て る と き は 、 大 型 の 重 機 、 多 く は 大 型 ク レ ー ン 装 置 を 用 い て 、 敷
地 の 上 方 へ 大 型 ク レ ー ン 装 置 か ら ブ ー ム を 延 ば し 、 ブ ー ム か ら 下 が る フ ッ ク を 用 い て 、 鉄
骨 構 造 体 の 各 部 部 材 、 柱 部 材 、 梁 部 材 、 桁 部 材 な ど を 敷 地 内 へ 吊 り 下 げ て 、 該 敷 地 内 で 組
み 付 け る こ と が 行 な わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た 鉄 骨 構 造 体 の 構 築 は 、 敷 地 上 空 へ ブ ー ム を 延 ば せ る こ と 、 大 型 ク レ ー ン 装 置 が
敷 地 の 近 く に 配 備 可 能 で あ る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 敷 地 周 り の 状 況 の 制 限 に よ り 、 こ う し た 建 方 が 実 施 で き な い こ と が あ る 。 制
限 に は 、 例 え ば 敷 地 の 上 空 を 送 電 線 が 通 過 し て 、 ク レ ー ン 装 置 の ブ ー ム が 敷 地 上 空 へ 延 ば
せ な か っ た り 、 敷 地 が 既 存 の 建 物 で 遮 ら れ て 敷 地 の 周 辺 （ 間 口 を 含 む ） に は 大 型 の ク レ ー
ン 装 置 を 寄 せ 付 け る だ け の ス ペ ー ス が 無 か っ た り す る 場 合 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 場 合 、 鉄 骨 構 造 体 の う ち 柱 部 だ け を 先 行 し て 敷 地 に 据 付 け 、 こ の 柱 部 の 頂 部
間 に 仮 設 レ ー ル を 設 置 し 、 こ の レ ー ル で 梁 部 材 を ス ラ イ ド さ せ て 、 各 柱 部 間 に 据 え 付 け る
構 築 方 法 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 先 行 し て 柱 部 を 据 え 付 け る た め に は 、 敷 地 の 上 空 か ら 柱 部 を 吊 り 下 げ る 作 業 が
求 め ら れ る た め 、 構 築 し よ う と す る 建 屋 の 直 上 を 送 電 線 が 通 過 す る よ う な 状 況 に な る と 、
た と え 柱 部 だ け を 先 行 し て 据 え 付 け る 工 法 で も 対 応 す る の は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 鉄 骨 構 造 体 が 据 え 付 け ら れ る 敷 地 と は 隣 接
す る 敷 地 部 分 に 、 別 途 、 専 用 の 建 方 域 を 設 け 、 こ の 建 方 域 で 、 所 定 柱 ス パ ン の 門 形 の 鉄 骨
構 造 物 を 組 立 て 、 同 組 立 て を 終 え た 鉄 骨 構 造 物 を 、 建 方 域 か ら 反 対 側 と な る 敷 地 の 端 側 へ
移 動 し て 、 同 地 点 か ら 順 に 建 方 域 の 近 く ま で 並 べ て 、 門 形 の 鉄 骨 構 造 体 を 構 築 す る 工 法 が
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ３ ８ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 同 工 法 だ と 、 上 空 や 敷 地 周 辺 の 制 限 下 で も 、 門 形 の 鉄 骨 構 造 体 が 構 築 で き る も の の 、 建
方 域 で 構 築 さ れ た 骨 格 構 造 物 は 、 建 方 域 と は 反 対 側 の 端 か ら 並 べ る 工 法 な の で 、 鉄 骨 構 造
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体 の 移 動 量 が 多 く 、 鉄 筋 構 造 体 の 構 築 に 多 く の 時 間 を 費 や し や す い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 敷 地 上 空 や 敷 地 周 辺 の 制 限 下 で も 、 合 理 的 に 鉄 骨 構 造 物 の 構
築 が 進 め ら れ る 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 建 屋 の 鉄 骨 構 造 体 が 構 築 さ れ る
敷 地 の 端 側 を 建 方 域 に 定 め 、 同 建 方 域 に 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 を 構 築 す る 台 構 築 工 程 と 、 構 築
さ れ た 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 、 鉄 骨 構 造 体 を 所 定 の 柱 ス パ ン で 分 割 し て な る 、 上 部 に 梁 部 を
有 し 、 両 端 部 に 柱 部 を 有 す る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 す る 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 と 、
門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 、 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 の 台 上 で 、 敷 地
側 へ 移 動 さ せ る 移 動 工 程 と 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 移 動 を 終 え た 後 、 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で
、 当 該 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル に 連 続 し て 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 す る 後 続 鉄 骨 構 築
工 程 と 、 移 動 工 程 と 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 と を 繰 り 返 し て 、 敷 地 の 平 面 上 に 、 建 方 域 か ら 連 続
す る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が な す 鉄 骨 構 造 体 を 配 置 さ せ る 順 送 り 工 程 と 、 鉄 骨 構 造 体 を 敷 地
に 据 え 付 け る 据 付 工 程 と を 有 し た 構 築 方 法 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 さ ら に 建 屋 が 据 え 付 く 敷 地 内 で 門 形 の 鉄 骨 構 造 体 の 構 築 が 完
結 す る よ う 、 鉄 骨 構 造 体 を 据 え 付 け た 後 、 最 後 に 建 方 域 に 配 置 さ れ る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル
を 構 築 す る 工 程 を 有 す る も の と し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 さ ら に 簡 単 な 構 造 で 各 工 程 が 実 現 さ れ る よ う 、 台 構 築 工 程 の
門 形 鉄 骨 構 築 用 台 は 、 上 部 に 梁 支 え 部 を 有 し て な り 、 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 は 、 門 形 鉄
骨 構 築 用 台 の 梁 支 え 部 で 荷 重 を 支 え な が ら 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 し て な り 、 移 動 工
程 は 、 敷 地 の 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 各 柱 部 が 有 る 地 点 を 通
り 敷 地 の 反 対 側 の 端 側 へ 至 る 一 対 の レ ー ル を 敷 設 し 、 該 レ ー ル 上 を 移 動 可 能 な ロ ー ラ ベ ー
ス に 、 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 で 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 桁 部 を 載 せ て 、 構 築 さ
れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 全 体 を 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 に 沿 っ て 敷 地 側 へ 移 動 さ せ て な り 、 後 続
鉄 骨 構 築 工 程 は 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を レ ー ル に 沿 っ て 移 動 さ せ た 後 、 門 形 鉄 骨 構 築 用 台
の 台 上 で 、 当 該 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル と つ な げ な が ら 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 さ せ
て な り 、 順 送 り 工 程 は 、 移 動 工 程 と 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 と を 繰 り 返 し て 、 レ ー ル 上 に 門 形 鉄
骨 構 築 用 台 か ら 連 続 し て 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 繰 り 出 し 、 敷 地 の 平 面 上 に 、 連 続 し た 門 形
鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が な す 鉄 骨 構 造 体 を 配 置 さ せ て な り 、 据 付 工 程 は 、 鉄 骨 構 造 体 の 柱 部 端 を
レ ー ル か ら 敷 地 上 の 柱 部 設 置 面 へ 移 し て 据 え 付 け る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 過 度 な 負 担 を 強 い ず に 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 構 築 が 行 な え る
よ う 、 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 は 、 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 上 で 、 柱 部 を 浮 か し て 門 形 鉄 骨 モ ジ
ュ ー ル を 構 築 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 で き る 限 り 下 降 量 を 抑 え て 、 鉄 骨 構 造 体 が 据 え 付 け ら れ る よ
う 、 据 付 工 程 は 、 柱 部 設 置 面 と 向 き 合 う レ ー ル 部 分 が 分 割 可 能 な レ ー ル を 用 い 、 さ ら に 柱
部 の 下 部 が 分 割 さ れ た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 用 い て 、 鉄 骨 構 造 体 が 敷 地 に 配 置 さ れ た 後 、
柱 部 設 置 面 と 向 き 合 う レ ー ル 部 分 を 取 外 す レ ー ル 取 外 工 程 と 、 該 レ ー ル 片 の 取 り 外 し に よ
り 開 放 さ れ た 各 柱 部 設 置 面 に 分 割 さ れ た 柱 下 部 片 を そ れ ぞ れ 設 置 す る 脚 取 付 工 程 と 、 鉄 骨
構 造 体 の 移 動 で 該 鉄 骨 構 造 体 の 柱 部 の 下 端 を 柱 下 部 片 に 位 置 決 め る 位 置 決 め 工 程 と 、 鉄 骨
構 造 体 を 下 降 さ せ て 柱 部 の 下 端 を 前 記 柱 下 部 片 の 上 端 に 突 き 合 わ せ て 固 定 す る 固 定 工 程 と
を 用 い る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 柱 部 の 下 端 が 、 柱 部 設 置 面 に 設 置 し て あ る 柱 下 部 片 に 高 精 度
に 組 み 付 く よ う 、 固 定 工 程 は 、 鉄 骨 構 造 体 の 柱 下 端 と 柱 部 設 置 面 に 設 置 さ れ た 柱 下 部 片 の
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上 端 と の 間 に 、 柱 部 の 下 降 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 を 装 着 す る 工 程 と 、 ロ ー ラ ベ ー ス を 取 外
し て 鉄 骨 構 造 体 を 下 降 さ せ 、 柱 部 の 下 端 を 、 ガ イ ド 部 の ガ イ ド に よ り 、 柱 下 部 片 の 上 端 に
位 置 決 め な が ら 突 き 合 わ せ る 工 程 と 、 突 き あ わ せ た 柱 部 と 柱 下 部 と を 取 着 す る 工 程 と を 有
す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 鉄 骨 構 造 体 に 影 響 を 与 え ず に 、 柱 部 の 下 端 と 柱 下 部 片 と の 組
み 付 け 行 な え る よ う 、 鉄 骨 構 造 体 の 下 降 は 、 微 小 な 下 降 量 で 、 柱 部 の 下 端 が 柱 下 部 片 と 突
き 合 う ま で 、 複 数 段 階 づ つ 順 に 下 降 さ せ て 行 な わ れ る よ う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 敷 地 の 端 か ら 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 順 送 り す る と い う
、 で き る だ け 部 材 の 移 動 量 を 抑 え た 横 移 動 式 の 工 法 で 、 敷 地 に 門 形 の 鉄 骨 構 造 体 が 構 築 で
き る 。 し か も 、 同 工 法 は 敷 地 上 空 や 敷 地 周 辺 の 制 限 下 に 十 分 に 対 処 で き 、 敷 地 上 空 や 敷 地
周 辺 の 制 限 下 で も 、 鉄 骨 構 造 物 の 構 築 を 合 理 的 に 進 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 建 屋 の 敷 地 内 だ け で 鉄 骨 構 造 体 の 構
築 の 作 業 が 完 結 で き 、 省 ス ペ ー ス を 図 り つ つ 、 鉄 骨 構 造 物 を 合 理 的 に 構 築 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 簡 単 な 構 造 で 各 工 程 を 実 現 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 柱 部 に 過 度 な 負 担 （ 応 力 や 荷 重 な ど
） を 強 い る こ と な く 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 分 割 さ れ た 柱 下 部 片 を 柱 部 設 置 面 に
設 置 し て 、 柱 部 が 組 み 付 く 地 点 を 柱 部 設 置 面 よ り 高 い 位 置 に 定 め る こ と で 、 小 下 降 量 で 、
鉄 骨 構 造 体 の 柱 部 を 据 え 付 け る こ と が で き 、 安 全 性 の 点 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 柱 部 の 下 端 を 、 ず れ る お そ れ な く 、
柱 部 設 置 面 に 設 置 し て あ る 柱 下 部 片 に 対 し て 高 精 度 に 組 み 付 か せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 さ ら に 、 鉄 骨 構 造 体 に 過 度 の 応 力 を
発 生 さ せ ず に 、 柱 部 の 下 端 を 柱 下 部 片 に 組 み 付 か せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ［ 一 実 施 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 を 図 １ ～ 図 ２ １ に 示 す 一 実 施 形 態 に も と づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ 中 Ｓ は 、 例 え ば 体 育 館 の よ う な 大 き な 建 屋 （ 図 示 し な い ） が 構 築 さ れ る 角 形 の 敷 地
を 示 し て い る 。 同 敷 地 Ｓ は 、 敷 地 周 辺 の 環 境 に よ り 、 大 型 ク レ ー ン 装 置 （ 大 型 の 重 機 ） を
用 い た 通 常 の 工 法 で は 、 建 屋 の 構 築 が 行 な え な い 状 況 下 に あ る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 図 １
に 示 さ れ る よ う に 敷 地 Ｓ の 上 空 に は 、 建 屋 の 直 上 に 相 当 す る 地 点 に 複 数 本 の 送 電 線 Ｈ が 通
過 し て い て 、 大 型 ク レ ー ン 装 置 の ブ ー ム が 敷 地 上 空 へ 延 ば せ な い 。 ま た 敷 地 Ｓ の 周 囲 は 、
既 存 の 建 物 Ｔ １ 、 Ｔ ２ や 樹 木 （ 図 示 し な い ） が 植 え ら れ た 隣 地 境 界 部 Ｔ ３ な ど で 遮 ら れ て
い る う え 、 敷 地 Ｓ か ら 道 路 （ 図 示 し な い ） へ 向 か う 間 口 Ｅ が 狭 く 、 敷 地 Ｓ の 近 く に は 大 型
ク レ ー ン 装 置 を 寄 せ 付 け る だ け の ス ペ ー ス が 確 保 で き な い と い う 状 況 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ う し た 制 限 下 に あ る 敷 地 Ｓ に 、 例 え ば 図 ６ に 示 さ れ る よ う な 送 電 線 Ｈ の 直 下 ま で の 高
さ 寸 法 を も つ 門 形 鉄 骨 構 造 体 α を 構 築 す る と き を 例 に 挙 げ て 、 建 屋 の 鉄 骨 構 築 方 法 を 説 明
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す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 鉄 骨 構 造 体 α に は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 並 行 に 並 ぶ 複 数 個 の 門 形 鉄 骨
子 α １ と 、 こ れ ら 門 形 鉄 骨 子 α １ 間 の 各 部 を 連 結 す る 桁 部 材 α ２ （ 本 願 の 桁 部 に 相 当 ） と
を 組 み 合 わ せ た 構 造 が 用 い ら れ る と す る 。 ま た 門 形 鉄 骨 子 α １ に は 、 上 部 に 大 形 の 梁 部 材
１ （ 本 願 の 梁 部 に 相 当 ） を 有 し 、 該 梁 部 材 １ の 両 端 部 に 柱 部 材 ２ （ 本 願 の 柱 部 に 相 当 ） を
有 し て 構 成 さ れ る 構 造 が 用 い ら れ る と す る 。 な お 、 各 柱 部 材 ２ は 、 図 １ ９ に 示 さ れ る よ う
に 下 部 で 分 割 さ れ た 構 造 、 す な わ ち 本 体 部 ２ ａ と 脚 部 ２ ｂ （ 本 願 の 柱 下 部 片 に 相 当 ） と に
分 け た 構 造 が 用 い て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 同 鉄 骨 構 築 方 法 の 手 順 が 、 図 ２ ～ 図 ６ に 示 す 斜 視 図 と 、 図 ７ ～ 図 １ ５ に 示 す 側 面 図 と に
示 し て あ る 。 そ し て 、 こ の 手 順 で 使 用 さ れ る 機 器 や 構 造 の 詳 細 が 図 １ ６ ～ 図 ２ １ に 示 し て
あ る 。 な お 、 敷 地 Ｓ は 、 例 え ば 図 １ に お い て 上 下 方 向 が 幅 方 向 と し 、 左 右 方 向 が 前 後 方 向
と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ ら 図 を 参 照 し て 鉄 骨 構 築 方 法 の 手 順 を 説 明 す る と 、 ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ
る よ う に 敷 地 Ｓ の う ち の 一 端 部 、 こ こ で は 例 え ば 送 電 線 Ｈ を 避 け た 間 口 Ｅ 側 の 端 部 に 所 定
の 幅 で 建 方 域 Ｒ を 定 め る 。 そ し て 、 こ の 建 方 域 Ｒ に 、 図 ２ 示 さ れ る よ う に 建 屋 の 高 さ 寸 法
に 準 じ た 高 さ で 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 、 例 え ば 鉄 骨 構 造 体 α の 内 寸 法 よ り 若 干 小 さ い 高 さ 寸 法
と 、 建 方 域 Ｒ の 大 部 分 を 占 め る 大 き さ を も つ 構 台 ５ を 構 築 す る （ 台 構 築 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 構 台 ５ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 例 え ば 建 方 域 Ｒ の 幅 方 向 に 沿 っ て 立 設 さ れ た 複 数 個 の
小 架 台 ６ と 、 こ れ ら 小 架 台 ６ 間 に 渡 し た 床 部 材 ７ （ 作 業 床 を 形 成 す る 部 材 ） と 、 該 床 部 材
７ 上 に 据 え 付 け た 梁 支 え 部 ８ と か ら 構 築 し て あ る 。 こ の う ち 例 え ば 梁 支 え 部 ８ は 、 床 部 材
７ の う ち の 敷 地 Ｓ の 幅 方 向 中 央 と な る 地 点 お よ び そ の 両 側 の 地 点 （ 三 個 所 ） に そ れ ぞ れ 設
置 し た 、 複 数 の ジ ャ ッ キ ９ で 支 え ら れ る 支 え 用 台 座 １ ０ と 、 例 え ば 前 後 ２ 柱 ス パ ン の 間 隔
で そ れ ぞ れ 支 え 用 台 座 １ ０ の 上 面 に 据 え 付 け た 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １ １ と を 有 し て 構 成 し て
あ る 。 む ろ ん 、 構 台 ５ の 各 部 は 、 門 形 鉄 骨 子 α １ を 製 作 し た り 、 支 え た り す る の に 適 し た
大 き さ に し て あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 鉄 骨 構 造 体 α の 構 築 の 下 準 備 と し て 、 敷 地 Ｓ の 幅 方 向 両 端 部 に は 、 図 １ に 示 さ れ る
よ う に 例 え ば 建 屋 の 柱 位 置 、 こ こ で は 鉄 骨 構 造 体 α の 左 右 方 向 の 最 外 の 柱 位 置 に 合 わ せ て
、 一 対 の レ ー ル 部 材 １ ２ （ 本 願 の レ ー ル に 相 当 ） を 、 敷 地 Ｓ の 一 方 端 か ら 、 構 台 ５ の 両 側
を 通 過 さ せ て 、 他 方 端 ま で 設 け て お く 。 な お 、 レ ー ル 部 材 １ ２ に は 、 例 え ば Ｈ 形 鋼 材 が 用
い て あ る 。 ま た 図 ７ お よ び 図 １ ８ に 示 さ れ る よ う に レ ー ル 部 材 １ ２ は 、 敷 地 Ｓ 部 分 と の 間
に 介 在 さ せ た 複 数 個 の 台 部 １ ３ に よ っ て 、 台 部 分 １ ３ 分 、 敷 地 面 か ら 浮 か せ て 敷 設 し て あ
る 。 こ こ で 、 図 １ ８ に 示 さ れ る よ う に レ ー ル 部 材 １ ２ の う ち 、 鉄 骨 構 造 体 α の 柱 部 材 ２ が
設 置 さ れ る 設 置 面 Ｓ １ （ 本 願 の 柱 部 設 置 面 に 相 当 ） と 向 き 合 う 地 点 に 有 る 各 レ ー ル 部 分 １
２ ａ は 、 分 割 可 能 と な っ て い て 、 必 要 に 応 じ て 、 レ ー ル 部 材 １ ２ の 本 体 部 １ ２ ｂ か ら 、 レ
ー ル 部 分 １ ２ ａ だ け が 取 外 せ る よ う に し て あ る 。 な お 、 こ の 分 割 構 造 に は 、 例 え ば 図 １ ８
に 示 さ れ る よ う に レ ー ル 部 分 １ ２ ａ を 、 締 結 具 、 例 え ば ボ ル ト ナ ッ ト １ ２ ｃ で 、 脱 着 可 能
に 本 体 部 １ ２ ｂ に 連 結 し た 構 造 が 用 い て あ る 。 但 し 、 台 部 １ ３ は 、 柱 部 材 ２ の 設 置 を 妨 げ
な い 地 点 に 配 置 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 鉄 骨 構 築 方 法 は 、 こ の よ う に し て 鉄 骨 構 造 体 α を 構 築 す る 体 制 が 整 っ た 後 、 ま ず 、 構 台
５ 上 で 、 例 え ば 小 形 の 揚 重 装 置 （ 小 形 の ク レ ー ン 装 置 ） な ど を 用 い て 、 所 定 の 柱 ス パ ン で
分 割 し た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 、 こ こ で は 例 え ば ２ 柱 ス パ ン 分 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ を
構 築 す る （ 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 構 築 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 構 築 は 、 例 え ば 各 支 え 用 台 座 １ ０ 上 の 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １ １ 上 で 、 床 部 材 ７ を 作 業
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場 と し て 、 各 種 の 作 業 が 行 な わ れ る 。 例 え ば 各 種 梁 材 を 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １ １ に 載 せ て 柱
ス パ ン 毎 の 梁 部 材 １ （ ３ 本 ） を 製 作 し た り 、 こ の ３ 本 の 梁 部 材 １ の 両 端 部 に 柱 部 材 ２ の 本
体 部 ２ ａ を 連 結 し て 門 形 鉄 骨 子 α を 組 み 立 て た り 、 同 鉄 骨 子 α の 梁 部 材 １ 間 お よ び 柱 部 材
２ の 本 体 部 ２ ａ 間 を 桁 部 材 α ２ で 連 結 し た り す る 組 立 作 業 で 行 な わ れ る 。 特 に 柱 部 材 ２ を
組 み 付 け る 作 業 は 、 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １ １ に よ る 梁 部 材 １ の 支 え に ま か せ て 、 本 体 部 ２ ａ
を レ ー ル 部 材 １ ２ か ら 、 若 干 、 浮 か せ な が ら 行 な っ て い る 。 こ う し た 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １
１ で 荷 重 を 支 え な が ら 行 な わ れ る 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 構 築 に よ り 、 過 度 な 荷 重 や 応 力 が
柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ へ 加 わ る の を 防 い で い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 構 台 ５ の 台 上 で 、 モ ジ ュ ー ル 化 し た 鉄 骨 構 造 物 、 す
な わ ち ２ 柱 ス パ ン 分 の 梁 部 材 １ 、 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ 、 桁 部 材 α ２ が 組 み 合 っ た 門 形 の
鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ が 組 み 上 が る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 同 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 構 築 を 終 え た な ら ば 、 構 台 ５ の 台 上 の 大 部 分 を 占 め る よ う
に 配 置 さ れ て い る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ を 、 所 定 の 距 離 、 構 台 ５ の 端 側 へ ず ら す （ 移 動
） 。 こ こ で は 、 ２ 柱 ス パ ン 分 、 敷 地 Ｓ 側 へ 移 動 さ せ る （ 移 動 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に は 、 例 え ば 図 ４ 、 図 ７ お よ び 図 １ ７ に 示 さ れ る よ う に 、 ま ず 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー
ル β １ の 各 本 体 部 ２ ａ （ 柱 部 材 ２ ） を つ な ぐ 桁 部 材 α ２ の 直 下 、 こ こ で は 桁 部 材 α ２ の 端
側 の 下 と な る 各 レ ー ル 部 分 に 、 ロ ー ラ ベ ー ス 、 例 え ば 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ を 置 い た
後 、 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １ １ を 下 降 動 さ せ て 、 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ 上 に 桁 部 材 α ２ を
載 せ る 作 業 を 行 な う 。 こ の と き に は 、 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ と レ ー ル 部 材 １ ２ と が 干 渉 し
な い よ う 、 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ １ ５ の 上 部 の 受 け 面 と 桁 部 材 α ２ と の 間 に ス ペ ー サ 部 材 １
６ を 介 在 さ せ て お く 。 な お 、 こ の 載 せ る 際 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 本 体 部 ２ ａ （ 柱 部
材 ２ ） が 、 加 わ る 荷 重 で 外 側 へ 広 が ら な い よ う 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 梁 部 材 １ の 両 側 の
本 体 部 ２ ａ 同 士 は 緊 張 部 材 、 例 え ば ワ イ ヤ ー ロ ー プ １ ７ で 緊 張 さ せ た り 、 同 挙 動 で 重 量 物
搬 送 用 ロ ー ラ １ ５ が レ ー ル 部 材 １ ２ か ら 外 れ な い よ う 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ １ ５ に は 、 図 １
７ に 示 さ れ る よ う に 内 側 部 （ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 内 側 に 臨 む 側 ） に 、 レ ー ル 部 材 １
２ の 側 部 と 当 接 す る レ ー ル 外 れ 止 め ロ ー ラ １ ８ が 付 い た 製 品 を 用 い た り す る 。 こ の 載 せ る
作 業 が 終 え た ら 、 例 え ば 図 ４ お よ び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 最 後
尾 の 左 右 の 本 体 部 ２ ａ （ 柱 部 材 ２ ） に そ れ ぞ れ 送 り 装 置 、 例 え ば 一 対 の ク ラ ン プ 機 能 が 付
い た 小 形 の 油 圧 シ リ ン ダ ２ ０ を そ れ ぞ れ 組 み 付 け て 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ を 移 動 さ せ
る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 図 １ ６ に 示 さ れ る よ う に 油 圧 シ リ ン ダ ２ ０ に は 、 い ず れ も 一 端 部
に 本 体 部 ２ ａ （ 柱 部 材 ２ ） の 下 端 側 部 に 脱 着 可 能 に 組 み 付 く 取 付 座 部 ２ １ を も ち 、 他 端 部
に レ ー ル 部 材 １ ２ と ク ラ ン プ 可 能 な ク ラ ン プ 部 ２ ２ を も つ 構 造 が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 門
形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 移 動 は 、 同 図 （ ａ ） ～ （ ｆ ） に 示 さ れ る よ う に レ ー ル 部 材 １ ２ の
ク ラ ン プ 位 置 を 変 え な が ら 、 両 油 圧 シ リ ン ダ ２ ０ を 、 油 圧 の 供 給 に よ り 同 期 的 に 伸 縮 動 さ
せ る こ と に よ っ て 、 例 え ば 図 ８ に 示 さ れ る よ う に ２ 柱 ス パ ン 分 、 レ ー ル 部 材 １ ２ 上 を 前 方
へ 移 動 さ せ る こ と で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 移 動 を 終 え た ら 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 例 え ば 拘 束 具 、
例 え ば 拘 束 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ ２ ３ を 用 い て 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ が 動 か な い よ う に 拘
束 す る 。 ま た 油 圧 シ リ ン ダ ２ ０ を 取 外 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ の 後 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の 移 動 に よ り 開 放 し た 構 台 ５ の
台 上 で 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ に 続 く 、 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ２ を 構 築 す る （ 後
続 鉄 骨 構 築 工 程 ） 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 先 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の と き と 同 様 、 各 種
梁 材 を 、 後 方 の ２ 組 の 梁 受 け 用 ジ ャ ッ キ １ １ を 用 い て 、 柱 ス パ ン 毎 の 梁 部 材 １ （ ２ 本 ） を
製 作 し た り 、 こ の ２ 本 の 梁 部 材 １ の 両 端 部 に 、 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ を 連 結 し た り 、 先 行
の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ を 含 め 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ２ の 梁 部 材 １ 間 お よ び 柱 部
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材 ２ の 本 体 部 ２ ａ 間 を 桁 部 材 α ２ で 連 結 す る な ど の 作 業 で 行 な う 。 こ の と き 先 行 し た 門 形
鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ は 、 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ に 載 る の に 対 し 、 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ
ュ ー ル β ２ は 、 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ か ら 、 若 干 、 離 れ る 関 係 （ 微 小 ） と な る が 、 先
行 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ と 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ２ と を つ な ぐ 部 分 に は 、 こ れ
ら の 微 小 な 差 が 吸 収 可 能 な 構 造 、 例 え ば ボ ル ト 止 め （ 例 え ば ボ ル ト と ボ ル ト 孔 と の 公 差 で
吸 収 ） で あ る の で 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ２ の 構 築 を 終 え た ら 、 先 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ の と き と 同 様
、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ２ の 最 後 尾 の 左 右 の 本 体 部 ２ ａ （ 柱 部 材 ２ ） に 一 対 の 油 圧 シ リ ン
ダ ２ ０ を 組 み 付 け 、 拘 束 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ ２ ３ に よ る 拘 束 を 解 除 し て か ら 、 油 圧 シ リ ン ダ
２ ０ の 作 動 並 び に ク ラ ン プ 部 ２ ２ の 位 置 替 え に よ り 、 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ２ を 先
行 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ と 共 に 、 ２ 柱 ス パ ン 分 、 移 動 さ せ る 。 こ の 移 動 の 際 に は 、 後
で 述 べ る 据 付 工 程 が ス ム ー ズ に 進 む よ う 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 先 行 の 門
形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ を 支 え て い る 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ は 、 本 体 部 ２ ａ （ 柱 部 材 ２
） の 進 行 方 向 の 後 側 に だ け に 配 置 さ せ て お く 。 図 １ ０ に は 、 そ の 対 処 作 業 と な る 、 ジ ャ ッ
キ 、 例 え ば 機 械 式 の ジ ャ ー ナ ル ジ ャ ッ キ ２ ４ を 用 い て 、 本 体 部 ２ ａ の 前 側 （ 進 行 方 向 ） に
有 る 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ を 撤 去 す る 作 業 の 途 中 が 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ う し た 移 動 工 程 と 後 続 鉄 骨 構 築 工 程 と を 繰 り 返 し 行 な う 。 こ の 作 業 の 繰 り 返 し に よ り
、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 構 台 ５ か ら 、 ２ 柱 ス パ ン の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ３ ～ β ５ が 順 に
連 続 し て 繰 り 出 さ れ る （ 順 送 り 工 程 ） 。 こ れ で 、 敷 地 Ｓ の 平 面 上 に は 、 該 敷 地 Ｓ の 端 か ら
、 反 対 側 の 端 へ 向 か っ て 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ が 順 に 送 り 出 さ れ る 。 こ の 横 方
向 の 送 り に よ り 、 敷 地 Ｓ の 平 面 上 に は 、 建 方 域 Ｒ か ら 連 続 す る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～
β ５ で 形 成 さ れ る 鉄 骨 構 造 体 α が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 つ い で 、 こ の 鉄 骨 構 造 体 α を 該 敷 地 Ｓ に 据 え 付 け る 作 業 に 入 る （ 据 付 工 程 ） 。 こ の 作 業
は 、 鉄 骨 構 造 体 α （ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ ） の 柱 部 材 端 を レ ー ル 部 材 １ ２ か ら 、
敷 地 Ｓ 上 の 複 数 の 設 置 面 Ｓ １ （ 柱 が 設 置 さ れ る 部 位 ） へ 移 し て 据 え 付 け る こ と で 行 な う 。
む ろ ん 。 設 置 面 Ｓ １ は 当 初 か ら 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 据 え 付 け は 、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 最 終 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ５ の 送 り を 、 設 置
面 Ｓ １ の 直 前 で 、 一 旦 、 中 断 （ 停 止 ） さ せ 、 そ の 間 を 利 用 し て 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ９ に 示
さ れ る よ う に 各 設 置 面 Ｓ １ の 上 方 を 遮 っ て い る レ ー ル 部 分 １ ２ ａ （ 本 願 の レ ー ル 片 に 相 当
） を 取 外 す 作 業 （ レ ー ル 取 外 工 程 ） 、 該 取 り 外 し で 開 放 し た 各 設 置 面 Ｓ １ に 、 柱 部 材 ２ の
脚 部 ２ ｂ （ 柱 部 材 ２ の 下 部 を 分 割 し た も の ） を 設 置 す る 作 業 （ 脚 取 付 工 程 ） 、 図 １ ４ お よ
び 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に 鉄 骨 構 造 体 α （ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ ） の 送 り を 再 開
し て 、 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ 下 端 を 脚 部 ２ ｂ の 上 端 に 位 置 決 め る 作 業 （ 位 置 め 工 程 ） 、 そ
の 後 の 鉄 骨 構 造 体 α （ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ ） を 下 降 さ せ て 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２
ａ 下 端 を 脚 部 ２ ｂ の 上 端 に 突 き 合 わ せ て 固 定 す る 作 業 （ 固 定 工 程 ） で 行 な わ れ る 。 こ う し
た 脚 部 ２ ｂ に よ る 嵩 上 げ に よ り 、 柱 部 材 ２ は 、 鉄 骨 構 造 体 α の 急 激 な 下 降 を 抑 え な が ら 、
敷 地 Ｓ に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 特 に 安 全 性 の 配 慮 か ら 、 本 体 部 ２ ａ と 脚 部 ２ ｂ と の 固 定 作 業 （ 固 定 工 程 ） に は 、 図 １ ４
、 図 １ ５ お よ び 図 ２ ０ の 拡 大 図 に 示 さ れ る よ う に 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ 下 端 部 と 脚 部 ２ ｂ
の 上 端 部 と の 間 に 、 本 体 部 ２ ａ の 下 降 を ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 部 ２ ５ を 設 け て （ ガ イ ド
部 を 装 着 す る 工 程 ） 、 本 体 部 ２ ａ 下 端 部 を 、 ガ イ ド 部 ２ ５ の ガ イ ド に よ り 、 脚 部 ２ ｂ の 上
端 部 に 位 置 決 め な が ら 突 き 合 わ せ て （ 突 き 合 わ せ る 工 程 ） か ら 、 両 者 を ず れ ず に 取 着 す る
方 法 が 用 い て あ る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ ０ お よ び 図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に ガ イ ド 部 ２ ５ は 、
予 め 本 体 部 ２ ａ の 下 部 両 側 に 一 対 の プ レ ー ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ ａ を 取 着 し 、 同 じ く 脚 部
２ ｂ の 上 部 両 側 に 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ ａ と 同 じ 向 き で 一 対 の プ レ ー ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ ｂ
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を 取 着 し て お く 。 そ し て 、 位 置 決 め を 終 え た と き に 、 並 ぶ ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ 間 に
そ れ ぞ れ 一 対 の ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ２ ７ を 重 ね 合 わ せ 、 例 え ば ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ２ ７ の
一 端 部 を ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ ｂ に 対 し て 、 ボ ル ト 止 め で 仮 に 固 定 し 、 他 端 部 を ブ ラ ケ ッ ト ２ ６
ａ に 対 し て 、 ボ ル ト 止 め で 上 下 方 向 （ 昇 降 方 向 ） に 移 動 可 能 に 固 定 、 例 え ば ボ ル ト が 通 る
通 孔 に 長 孔 ２ ８ を 用 い て 上 下 方 向 に 変 位 可 能 と し た 仮 ボ ル ト 止 め で 固 定 す る 構 造 が 用 い ら
れ る 。 こ れ で 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ２ ７ の 装 着 後 、 長 孔 ２ ８ 内 を
ボ ル ト が 移 動 （ 変 位 ） で き る 状 態 に し て か ら 、 機 械 式 ジ ャ ッ キ 、 例 え ば 複 数 の ジ ャ ー ナ ル
ジ ャ ッ キ ２ ９ を レ ー ル 部 材 １ ２ と 桁 部 材 α ２ 間 の 各 部 に 介 在 さ せ て 、 レ ー ル 部 材 １ ２ と 桁
部 材 α ２ と の 間 に 有 る 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 １ ５ （ 全 て ） を 取 外 し 、 そ の 後 、 桁 部 材 α ２
を 支 え て い る ジ ャ ー ナ ル ジ ャ ッ キ ２ ９ を 下 降 動 作 さ せ て 、 鉄 骨 構 造 体 α （ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ
ー ル β １ ～ β ５ ） を 下 降 さ せ る 。 す る と 、 図 １ ５ お よ び 図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に 本 体 部 ２
ａ の 下 端 が 、 ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ２ ７ の 長 孔 ２ ８ で ガ イ ド さ れ な が ら 下 降 し て 、 脚 部 ２ ｂ
の 上 端 に 突 き 当 た る 。 こ の と き 、 安 全 性 の 点 か ら 、 下 降 量 を 抑 え る た め に 、 鉄 骨 構 造 体 α
（ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ ） の 下 降 は 、 当 該 鉄 骨 構 造 体 の 剛 性 強 度 に 影 響 与 え な い
範 囲 内 の 微 小 な 下 降 量 （ 例 え ば 数 mm～ ２ ０ mm程 度 ） で 、 本 体 部 ２ ｂ が 脚 部 ２ ａ と 突 き 合 う
ま で 、 複 数 段 階 づ つ 順 に 下 降 さ せ て 行 な う 。 例 え ば 、 ま ず 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ を 微
小 量 、 下 降 さ せ 、 同 下 降 量 で 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ５ ま で 順 に 下 降 さ せ 、 該 段 階 の 下 降
を 終 え る と 、 今 度 は 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ５ か ら 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ へ の 順 で 微 小 量
、 下 降 さ せ る と い う 、 下 降 の 仕 方 が 用 い て あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 突 き 合 せ を 終 え た 本 体 部 ２ ａ 下 端 と 脚 部 ２ ｂ 上 端 は 、 ス プ ラ イ ス プ レ ー ト ２ ７ の 各 ボ ル
ト を 本 締 め し た 後 、 取 着 、 具 体 的 に は 溶 接 で 接 合 し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ う し た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ ま で の 据 え 付 け を 終 え た ら 、 図 １ ５ 中 の 二 点 鎖
線 に 示 さ れ る よ う に 構 台 ５ 上 で 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ５ に つ な が る 最 後 の 門 形 鉄 骨 モ ジ
ュ ー ル β ６ 、 す な わ ち 建 方 域 Ｒ に 配 置 さ れ る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ６ を 構 築 す る （ 最 後 の
門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 成 す る 工 程 ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 敷 地 Ｓ 全 体 に 据 え 付 く 建 屋 の 鉄 骨 構 造 体 の 構 築 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 構 台 ５ 上 で 各 部 品 を 接 合 し て 組 み 立 て た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ を 横
方 向 へ 移 動 し て 、 敷 地 Ｓ の 平 面 上 に 門 形 鉄 骨 構 造 体 α を 構 築 す る と い う 横 移 動 式 の 工 法 だ
と 、 小 形 の 重 機 や 建 機 の 使 用 だ け で 、 建 屋 上 空 を ほ と ん ど 構 築 作 業 に 使 用 せ ず に 、 門 形 鉄
骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ の 組 立 て を 終 え る こ と が で き る 。 し か も 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β
１ ～ β ５ の 移 動 量 は 、 順 に 構 台 ５ か ら 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ を 送 り 出 す （ 順 送 り
） だ け な の で 、 少 な い 移 動 量 で す む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ れ 故 、 た と え 敷 地 Ｓ に 、 建 屋 の 直 上 を 送 電 線 Ｈ が 通 過 し た り 、 敷 地 周 辺 に 大 型 の 重 機
を 寄 せ 付 け る こ と が で き な い な ど と い っ た 制 限 が 課 せ ら れ て い た と し て も 、 同 制 限 を 十 分
に 対 処 し な が ら 、 合 理 的 に 鉄 骨 構 造 物 の 構 築 を 進 め る こ と が で き る 。 特 に 、 最 後 に 建 方 域
Ｒ に 配 置 さ れ る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β ６ を 構 築 す る と 、 建 屋 の 鉄 骨 構 造 物 の 全 体 の 構 築 は
、 建 屋 が 据 え 付 く 敷 地 Ｓ 内 だ け で 完 結 で き 、 敷 地 Ｓ の 周 辺 に は 、 別 途 、 組 立 用 の 場 所 を 確
保 せ ず す む 。 す な わ ち 、 省 ス ペ ー ス を 図 り な が ら 鉄 骨 構 造 物 の 構 築 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し か も 、 敷 地 Ｓ に 門 形 鉄 骨 構 造 体 α を 据 え 付 け る ま で の 工 程 は 、 梁 支 え 部 ８ を 有 す る 構
台 ５ を 用 い た り 、 レ ー ル 部 材 １ ２ を 用 い て 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ を 順 に 繰 り 出 せ
る よ う に し た り 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル β １ ～ β ５ を レ ー ル 部 材 １ ２ か ら 各 設 置 面 Ｓ １ へ 移
し て 据 え 付 け た り す る だ け の 簡 単 な 構 造 で 実 現 で き る 。 特 に 構 台 ５ 上 で の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ
ー ル β １ ～ β ５ の 構 築 に は 、 柱 部 材 ２ を 浮 か せ た 状 態 で 組 み 立 て る 手 法 を 用 い る こ と に よ
り 、 柱 部 材 ２ に 過 度 な 応 力 や 荷 重 が 加 わ る な ど の 負 担 を 強 い ず に す む 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ の う え 、 柱 部 材 ２ の 据 え 付 け に は 、 該 柱 部 材 ２ か ら 分 割 し た 脚 部 ２ ｂ を 各 設 置 面 Ｓ １
に 設 置 し て 、 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ が 組 み 付 く 地 点 を 、 本 体 部 ２ ａ 側 へ 近 づ け る よ う に し
た の で （ 組 み 付 く 地 点 が 設 置 面 Ｓ １ よ り 高 く な る こ と に よ る ） 、 小 下 降 量 で 、 鉄 骨 構 造 体
α の 柱 部 材 ２ を 据 え 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 加 え て 、 同 柱 部 材 ２ の 本 体 部 ２ ａ は 、 ガ イ ド 部 ２ ５ に よ り 、 脚 部 ２ ｂ に 位 置 決 め な が ら
、 突 き 合 わ せ る 手 法 を 用 い た こ と に よ り 、 本 体 部 ２ ａ が ず れ た り 脱 落 し た り せ ず に 、 両 者
を 高 精 度 に 組 み 付 け る こ と が で き る 。 特 に こ の 突 き 合 せ に は 、 微 小 な 下 降 量 で 、 柱 部 材 ２
の 本 体 部 ２ ａ の 下 端 が 脚 部 ２ ｂ の 上 端 と 突 き 合 う ま で 、 順 に 複 数 段 階 づ つ 均 等 に 下 降 さ せ
る 手 法 を 用 い た こ と に よ り 、 鉄 骨 構 造 体 α に 過 度 の 応 力 や 荷 重 を 発 生 さ せ ず に 、 柱 部 材 ２
の 本 体 部 ２ ａ の 下 端 を 脚 部 ２ ｂ の 上 端 に 組 み 付 か せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 一 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 内 で 種 々 可 変 し て 実 施 し て も 構 わ な い 。 例 え ば 一 実 施 形 態 で は 、 ２ 柱 ス パ ン を も
つ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 用 い て 鉄 骨 構 造 体 を 構 築 す る 例 を 挙 げ た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 他 の
柱 ス パ ン を も つ 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 用 い て 鉄 骨 構 造 体 を 構 築 す る よ う に し て も よ い 。 ま
た 一 実 施 形 態 で は 、 体 育 館 を 例 に 挙 げ た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 他 の 建 屋 の 鉄 骨 構 造 体 を 構 築
す る と き に も 適 用 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 鉄 骨 構 築 方 法 に お け る 敷 地 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 同 敷 地 の 一 部 に 構 築 さ れ た 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 同 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が 構 築 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 同 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 の 横 方 向 へ ス ラ イ ド さ せ た と き を 示 す
斜 視 図 。
【 図 ５ 】 同 ス ラ イ ド し た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル に 続 け て 、 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築
さ せ た と き を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 か ら 順 に 繰 り 出 さ れ る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が 敷 地 上 に 配 置 さ れ
る と き を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 で 構 築 さ れ た 最 初 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 柱 下 部 を 示 す 側 面 図
。
【 図 ８ 】 同 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 横 方 向 へ ス ラ イ ド さ せ た と き の 該 モ ジ ュ ー ル の 柱 下 部 を
示 す 側 面 図 。
【 図 ９ 】 同 ス ラ イ ド し た 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル に 続 け て 、 後 続 の 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 構 築
さ せ た と き の 該 モ ジ ュ ー ル の 柱 下 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル か ら 、 後 に 支 障 を き た す お そ れ の あ る ロ ー ラ ベ ー ス を 取
外 す 作 業 を 説 明 す る た め の 側 面 図 。
【 図 １ １ 】 同 ロ ー ラ ベ ー ス を 取 外 す 作 業 を 終 え た 同 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 柱 下 部 を 示 す 側
面 図 。
【 図 １ ２ 】 門 形 鉄 骨 構 築 用 台 か ら 連 続 し て 繰 り 出 さ れ る 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が 敷 地 に 配 置
さ れ た と き の 各 柱 下 部 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ３ 】 柱 部 設 置 面 を 遮 っ て い る レ ー ル 部 分 を 取 外 し た 後 、 同 柱 部 設 置 面 に 、 分 割 さ れ
た 柱 下 部 片 を 設 置 し た と き の 状 態 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ４ 】 各 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 柱 部 下 端 と 柱 部 設 置 面 に 設 置 し た 柱 下 部 片 間 に ガ イ ド
部 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ５ 】 同 ガ イ ド 部 に よ っ て 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 柱 部 下 端 が 柱 下 部 片 に 突 き 合 わ せ
た と き を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ６ 】 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル を 移 動 さ せ る 油 圧 シ リ ン ダ の 動 き を 説 明 す る た め の 側 面 図
。
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【 図 １ ７ 】 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル が ロ ー ラ ベ ー ス に よ っ て 移 動 可 能 に 支 え ら れ て い る 構 造 を
拡 大 し て 示 す 図 。
【 図 １ ８ 】 レ ー ル 部 材 の 一 部 が 分 割 可 能 と な っ て 構 造 を 拡 大 し て 示 す 図 。
【 図 １ ９ 】 取 外 さ れ た レ ー ル 部 分 を 通 じ て 、 柱 下 部 片 が 柱 部 設 置 面 に 据 え 付 け ら れ た と き
の 構 造 を 拡 大 し て 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 柱 部 下 端 と 柱 部 設 置 面 に 設 置 し た 柱 下 部 片 間 に 装 着 さ れ
た ガ イ ド 部 の 構 造 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ １ 】 同 ガ イ ド 部 で ガ イ ド さ れ て 、 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル の 柱 部 下 端 が 柱 下 部 片 と 突 き
当 た る ま で 下 降 し た と き の 状 態 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ … 梁 部 材 （ 梁 部 ） 、 ２ … 柱 部 材 （ 柱 部 ） 、 ２ ｂ … 脚 部 （ 柱 下 部 片 ） 、 ５ … 構 台 （ 門 形
鉄 骨 構 築 用 台 ） 、 ８ … 梁 支 え 部 、 １ ２ … レ ー ル 部 材 （ レ ー ル ） 、 １ ２ ａ … レ ー ル 部 分 、 １
５ … 重 量 物 搬 送 用 ロ ー ラ 体 （ ロ ー ラ ベ ー ス ） 、 ２ ０ … 油 圧 シ リ ン ダ 、 ２ ５ … ガ イ ド 部 、 ２
９ … ジ ャ ー ナ ル ジ ャ ッ キ 、 Ｈ … 送 電 線 、 Ｓ … 敷 地 、 Ｓ １ … 設 置 面 （ 柱 部 設 置 面 ） 、 Ｔ １ ，
Ｔ ２ … 既 存 の 建 物 、 Ｔ ３ … 隣 地 境 界 部 、 Ｒ … 建 方 域 、 α … 門 形 鉄 骨 構 造 体 、 α ２ … 桁 部 材
（ 桁 部 ） 、 β １ ～ β ５ … 門 形 鉄 骨 モ ジ ュ ー ル 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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